
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

古閑　桜

モルフェウス
ノイマン

UGNチルドレンB

17

素体

兄妹

嫌悪

仲間の死

高校生

女

34

保護者

1
2
3
2

0
1
0
0

0
0
0
0

1
1
4
3
2

25
11
11
16
32

6 1
1

料理 UGN2 4

アサルトライフル
ツインアサルト【屑星】
③+④+⑥+⑦+⑧+⑨
ツインアサルト【帚星】

　　
　　
射撃
　　

0
0

7r+6
0

18

51+1D

0 0

Dロイス：錬金術師
ナナキ

音川　律

連帯感
友情

好奇心

嫌悪
憐憫

不安

高校の制服
携帯電話

昴とお揃いのキーホルダー
コネ：UGN幹部

コネ：要人への貸し（ナナキ）

EM：ナチュラルクリエイション

4 0

ワーディング

リザレクト

ハンドレッドガンズ

ダブルクリエイト

ヴァリアブルウェポン

マルチウェポン

コンセントレイト：ノイマン

零距離射撃

バレットワルツ

スーパーランナー

無上厨師

成分分析

代謝制御

★

0

1

1

1

5

2

3

5

1

★

★

★

-

1d10

3

3

3

3

2

2

3

1

オート

気絶時

マイナー

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

マイナー

視界

-

至近

至近

武器

武器

武器

武器

至近

シーン

自身

自身

自身

自身

自動

自動

自動

自動

対決

対決

対決

対決

自動

-

↓100

リミット

リミット

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

射撃武器の作成

武器錬成エフェクトと組み合わせることで、武器の錬成数を二つにする。

《マルチウェポン》と組み合わせて使用。自身の所持している武器をLV個選択し、このエフェクトを組み合わせた攻撃の攻撃力を+[その武器の攻撃力の合計]する。

同技能で扱う武器の効果・攻撃力を二つ合計して使用できる。組み合わせた判定の達成値は-[5-LV]。

このエフェクトを組み合わせた判定のクリティカル値を-LVする。下限7。

このエフェクトを組み合わせた判定のダイス数を+LV個する。ただし射程は必ず至近となり、同エンゲージ攻撃不可の影響を無効化できる。

《零距離射撃》と組み合わせて使用。このエフェクトを組み合わせた攻撃の攻撃力を+[LV*3]する。

戦闘移動を行う。その際、移動距離を+[LV*5]mする。1シーン1回まで。

UGNの元『実験体』。
非人道的な実験を繰り返していたその施設は、UGN日本支部長である霧谷　雄吾の手により解体された。
殆どの検体は精神ないしは身体を壊されていたが、二人の少女のみが生存者として霧谷　雄吾の手でUGNに保護された。

その後はUGNの人々に人間としての暮らし方、この力の使い方を教わった。
学校にも通わせてくれた。日常を守るのなら、その日常をきちんと謳歌するべきだと誰かが言ってくれた。
学校は好きだ。楽しい。こんな自分でも、心を殺さずに笑うことが出来る。
友達も出来た。学校でも、任務でも……大切『だった』、友達。

それから私は、銃の腕を磨いた。
誰かを守れるように。皆を守れるように。もう二度と失うことのないように。
いつからかザミエルなんて呼ばれるようになったけれど、私はこの力に呑まれる気なんてさらさら無い。
怪物じゃ無く、人として――この日常を守るんだ。

実験の影響か生まれつきかは既に確かめる術も無いが、左右で目の色が違う。
それを隠すために普段は右目に眼帯を嵌めている。
……思い出したくも無い日々を、思い出しそうだから。

趣味は料理。
元々食べることが好きなのが転じ、妹の世話もあって料理をすることは多かった。
そしてとうとうシンドロームの力まで料理に活用するに至った。能力の無駄遣いであることこの上無い。
とはいえ、彼女が生み出すのは専ら足りない調味料と隠し味、小腹が空いたときの甘味くらいなのだが。
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